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 ３７日間の長い夏休みも終わり、３３日間の前期の後半が始まりました。この夏休みは、交通事
故・水難事故等の事故や大きなケガもなく、子どもたちは田村市水泳大会やサマースクール、プール
開放日の水泳練習にも一生懸命取り組んでいました。前期後半と後期前半には、9/17の市小学校陸上
大会、10/12の田村富士ロードレース大会、10/17の校内マラソン大会、11/2の学習発表会をはじめ多
くの行事があります。「田村っ子の元気を支援する事業」では、１～３年生はいわき方面、４・５年
生は会津方面への遠足を計画（10/22）しています。６年生は11月に東京方面への研修を計画してい
ます。また、「本物に触れる豊かな体験活動」を重視し、それぞれの学年での体験学習や、9/24のキ
リンスマイルフィールドサッカー教室、10/1のふくしま次代を担う子どもの文化芸術体験事業「伝統
芸能ワークショップ」や10/15の次代を担う子どもの文化芸術体験事業「日本画」、10月の英語集中
プログラム（６年）、11/19の小学校童謡唱歌音楽祭（４年）などを予定しています。「関心・感
動・感謝」の３かん王を目指し、「チーム要田５２名 明るく 温かく 美しく」をモットーに１２
名の職員で力を合わせて、よい子どもたちを育て、すてきな学校をつくり、よい教育をしていきたい
と考えていますので、保護者の皆様のご協力をお願いいたします。 

 ５２人そろって元気な顔で会えたこと、大変うれしく思います。３７日間の長 
い夏休みも終わり、今日から３３日間の前期後半が始まります。夏休み前の集会で、 
「一粒の米」についてお話しました。皆さんは一日一日大切に過ごすことが出来ましたか？ 
 夏休みに行われた「第９６回全国高校野球選手権福島大会」決勝戦 聖光学院対日大東北との
一戦は、すごい試合になりました。皆さんは見ていましたか？ 
 ９回表が終了し、日大東北が６：２で４点リードしています。「今年は日大東北が甲子園か
な。」と思いながらテレビを見ていました。９回裏も２アウト１・３塁。あと一人で日大東北の
勝利です。しかし、野球の神様は聖光学院に力を与えたのでした。２塁打で 
２者生還、さらに３塁打で生還し５点目。１点差まで詰め寄ります。続く打 
者も３塁打。あと一つのアウトが取れずに同点とされてしまいます。 
 そして、むかえた１１回裏、ノーアウト１・２塁。二塁打で２塁走者がか 
えりサヨナラ勝ち。８年連続の甲子園出場を決めたのです。 
 昨年度の福島大会決勝も同じ対戦でした。９回２アウトから同点とされ、 
１０回裏にサヨナラ負けだったのです。 
       聖光学院のねばりはすごいの一言です。９回２アウトからの 
      集中打を生んだのは、日々の練習で「一粒の米」を大事に努力 
      していたからではないでしょうか。日大東北も「一粒の米」の底力で、３・４回戦   
      は９回に逆転勝ち、準々決勝では８回に勝ち越すなど、しぶとく勝ち進んできてい 
      ました。日大東北は、来年度の甲子園出場の夢に向かって、「一粒の米」を大事に     
      練習を積み重ねていくのでしょう。 
        ※ 甲子園での結果 １回戦 聖光学院 ２：１ 神戸国際大付（兵庫） 
                  ２回戦 聖光学院 ４：２ 佐久長聖（長野） 
                  ３回戦 聖光学院 ２：１ 近江（滋賀）<逆転サヨナラ>   
            <ベスト８> 準々決勝 聖光学院 １：５ 日大文理（新潟） 
  

 最後に、日本人女性として初めて宇宙を飛んだ「向井千秋」さんの言葉も 
紹介します。 

『If you can dream , you can do it.』です。「夢を持ったり、目的 
を持ったら、それは必ず実現するんだ。」ということです。夢とか目的を 
実現するには、時々つらいことに出会ったり、長い年月や時間がかかります 
が、自分にはこんなことはできないんじゃないかと思わず、あきらめずに一 
生懸命やっていくと、毎日が楽しくなるし、できるようになります。 
 ８月から１２月までの４ヶ月、聖光学院と日大東北の両選手のような粘り強さと、向井さんの
言葉を忘れずに、しっかりした目標を持って毎日の授業に集中し、様々な行事や大会等にも積極
的に取り組んで、自分自信を鍛えてほしいと思います。 
  
  

校  長  の  話 



 そこで、次の合言葉で頑張る４か月にしましょう。 

★「全力投球・３S」 
○ 第１のS：「Study～学習～」 
 ・一時間一時間の授業を大切にしてほしい。宿題を忘れないでほしい。読書を頑張ってほしい。 
○ 第２のS：「Sport～運動～」 
 ・陸上大会やマラソン大会などがありますが、一人一人目標を持って取り組んでほしい。 
○ 第３のS：「Speech～発表～」 
 ・毎日の授業の中で、また、学習発表会等で話す機会がたくさんあります。自分の思いや考えを  
  しっかりと発表できるようになってほしい。 
 

 チーム要田５２名、「全力投球３S」を合言葉に笑顔でがんばっていきましょう。 

      「田村市教育ポータルサイト」が開設され、８月７日にはアクセス数が１万件を 
      越えました。多くの方々に見ていただけていることに感謝しております。夏休みの様子です。 

●2014/8/8  プール開放最終日！                      
 この夏のプール開放は、天候にも恵まれ予定された８回全てが実施できました。最終日の今日も３０人
の子ども達がプールで歓声をあげていました。８回の開放で延べ２４７名の子ども達がプールを利用して
体力向上に取り組んだことになります。プール監視でお世話になりました保護者の皆様ありがとうござい
ました。お陰様で事故無く、夏休みのプール開放を終えることができました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●2014/7/31     力がついた「サマースクール」終了！ 
 ７月２９日（火）から３１日（木）まで行われていた「田村市小学生 
サマースクール『先輩から学ぼう』」が終了しました。本校児童８名は 
３クラスに分かれて、船引小・美山小・瀬川小の子どもたちと一緒に楽 
しく学習することができました。最終日、最後の授業は「まとめのテス 
ト」です。このテスト問題は、過去の全国学力学習状況調査問題で構成 
されており、県の課題になっている問題が中心です。今日のテストでも、 
「赤いテープの長さは120cm、赤いテープの長さは白いテープの長さ 
の0.6倍です。」長さの関係を正しく表している図を選ぶ問題ができま 
せんでした。数量の関係（基準量・比較量・割合）をとらえることがで 
きるようにするために、文章からわかることを順序よく図に表す学習活動を取り入れたり、数量の関係を
表した図を変えると問題場面がどのように変わるかについて考えたりする学習活動を取り入れたりするこ
とが必要と感じました。子どもたち一人一人、３日間よく考えて問題を解いていました。できなかった問
題は夏休みで復習するようにしたいですね。頑張れ！５年生。 

● 2014/7/23   田村市小学校水泳大会（船引地区） ！     
 ７月２３日（水）、船引小学校プールにおいて第９回田村市小学校 
水泳大会が行われ、本校から４～６年生児童が参加しました。夏休み 
前の体育の授業では、特別非常勤講師の渡辺先生に3回きていただき、 
水泳の指導をしていただきました。子どもたちの上達は早く、今日の 
大会でも、金２、銀２、銅２、男子リレー６位、女子リレー５位とよ 
く頑張りました。４年女子25m自由形に出場した榎本さんは、今ま 
での大会記録を２秒以上も縮める２０秒７２の大会新記録（飛び込み 
なしの２１年度以降）で第１位でした。おめでとうございます。 
 入賞できなかった児童が多かったのですが、自分の目標に向かって 
一人一人の選手が最後まであきらめないで全力で頑張っている姿がと 
てもかっこよかったです。 


